




















ボードレールはバルザックを，「歴史家J r観察家J r詩人J r哲学者J r博物学者J r幻視家」
と様々に形容してゆく。この中で最も有名な「幻視家」説に関しては， lfugues 13) や
Bellos141 らは. 1858年に上梓された Taine のパルザック論の影響を挙げ， Lloyd l5) は同年






( 1) R.H lI glles ‘ Bαudelairc el Ba!zac , Mercure de France , novembre 1937 , 
pp. 476-" 518. 
(2) H.Lemaitre. Curiο siti's esfh馭iq.u.cs L'Art r0 11l antique , Gal・ nier ， 1983 に於け
る注解
( 3) R.Hugues ‘ ihid.. pp.490-491. 
(4) D.Bellos ‘ Balzac Crilicis 11l. じ larendo J1 Press. Oxford. 1976‘ l> .59.
(5) R.L1oyd. ]3(/udelairc ・s LiterU'ry Criticism 司 Cambridge Un i¥'ers ity Press. 
1981 ‘ p.143. 























このサロンから 6 ヶ月後 同年 11月に上梓された『天才はいかにして借金を払うか』で
は，パルザックを滑稽に戯画化しつつも，『絶対の探求.1. IF あら皮.1， 11幻滅』第三部の
『創造者の苦悩』などをその作品として巧みに挙げつつ.彼を「絶えず絶対の探求に携わ
っている大いなる夢追い人 J (p. 6 )と定義する c 泊情化はされているものの，この引用
作品と定義は，後に「幻視家パルザック」と形容されることになるパルザックの哲学的・
神秘的fHtl而を，ボートレールが当日;;1からしっかり抑えていることを示している。
( 7) 1850年に死亡するまでに.「いとこベット.1 Ji' p とこポンス.1 Ií農民』など数編を残
すのみ。
( 8 )この部分は. 11" 1846年のサロン』の最終草:で河展開され，「呪化生活の英雄」たちと
L てパルザックとパルザックの主人公たちが挙げられる。
(9) BaudeJaire 司 (Euvres complèfes , tom!:' I1 ‘ RibJiothèque de Ja Pléiade , 








いる J (pp. 409-410) と続ける。この部分は，ダビッドの絵の解説であると同時に，パル
ザック論でもある。現在を歴史のーコマと捉えてその風俗史家たらんとしたパルザ y クの
描写の写実的な面はい is to r i q u e s e t r 白 ls} であるが， その写実性にもかかわらず\
「ふしぎな力業」によって.作品は卑俗な日常性をまぬがれてー「風変わりな詩J (p.410) 











に注目しであ町きた l'o パルザソク=歴史家という定義は，パルザ y ク自身が 1838年 La





章は ， U" 1845年のサロ./_nの結びの部分の展開であり，その題も「現代生活の英雄性」と
名付けられている。ここでパルザックは，来るべき新しい美学を実践してみせている人物
として賞揚される。しかし.全18章から成るこのサロンの中で，断片的にでもパルザック
の名が挙げられているのは第 15章と‘この最終草の 2 ヶ所にすぎなし '0 ロマン主義文学理
論の継承と擁護に捧げられている第 1 ・ 2 章の中で，パルザ y クはどんな位置を占めてい
るのであろうか。「過去の芸術家たちがないがしろにしたか，あるいは知ることのなかっ
た自然の諸相ム〈コ人間の請状剖を加り J (p.421) 司「内面性， 'm ネ1j1t'l:， (...)，カI，F， I)J~への↑!rt惚」
(10) Balz 辻仁司 (EUl ‘ r c s c () mp Iれぞ S 、 lome 1 , Bihlioth鑷up <le Ja Pl? iade 司 p.11. J'J. 




る J (p.419) ならば.最終章でボードレール自身がパルザックを形容して {Ie plus 
roI11antique{lll〉と評するごとく，パルザックはその条件を十分に満たしていると言えよ
〉。パルザックもボードレールも，その生きた時代の要請により.共にロマン主義の刻印
を押された作家たちである。「あら皮~ w絶対の探求J U ルイ・ランベール』など，パルザ
ックの哲学小説の多くは，まさにボードレールの言う寄「内面11. 精神性， (…) .無限への
憧慌」の結実であり.とりわけ今現在をコンテクストとして用いたことにパルザックの新

















コたのであるからして，我々も不可避(I'J に我々の美を持つ_j (p.4931 という命題は.ロマ
ン主義の命題 11日であると共に.fiiJよりもハルザックの命題であった c 「あらゆる美は.
(.. )水j宝なMものかと ---11.)'(1'-)な fiJJ ものか.一一 -t色対的な fiJJ ものかと特殊なMものかを合
む_j (p.493) とボードレールは続け，一方/{ルザックは小川の登場人物に閲して fJ主らは
「{皮らが生をうけた同H，lf代の人物よりも . J;iii~ 長くかっ確実に生存し続けるわけであるが，
そのためには、 fJ~ らが±見(\:の偉大なる主主孟j (lI ne 日 ra nde image dl I日'fsent)' であると
(11 )この〈 IVlmI11HIllp 〉という j~ .1 葉は， ;:4¥ 1 ・ 2 章との IVJ係で「口マ/正義の刻1~1lを
押された」という拍j いなrI，_f:;_-r、月 j いられていると考えたい。
(12 ) 阿部良却 lÍ::引くボ←|、し - JL-"Í~ 廿ごの;?:.í9'Í:参 !i〈(}
37 
いう条件を必要とする。世紀の腹中に懐胎されながら.その皮騎の下には.人間の心の一
切がうごめき，哲学の総体が匿されている。J (p. 10) と述べて，美の「永遠」と「一時J.
r~:色対」と「特殊」との対立的条件を説いてみせる。「各々の美の特殊な要素は情熱から
来るが，我々は独自の情熱を持つからして，我々の美を持つ J (p.493) とボードレールは
述べて.パルザックの小説の主人公の自殺を引き合いに出す。一方パルザ、ツクは，「情熱
こそは人間性の全てである。情熱が無ければ.宗教心歴史も，小説も.美術も無用であ







理に対して与えていることを認めるであろう J (p.17) とする。ボードレールは，「パリの
生活は詩的で驚異的な主題を豊かにはらんでいる。驚異的なるものが大気のように我々を
包み，我々を浸している。ただ我々にはそれが見えずにいるのだ J (p.496) と言い，一方
バルザヅクは「偶然は最大の小説家である。豊かであろうとするならば.それを掠求する
他道がな t '0 そうと決まれば，フランスの社会が暦史家なのであって.私はただその秘書





ように忠われる。そして，最来年章のタイトル( J'hεoÏsme de Ja v ie moderne) 自体.
主人公たちが時間を越えて生き残るためにはまず彼らが (une gl'ande image du pr駸ent) 
であらねば、ならぬという箇所からヒントを何-たのではないかと考えられなくもな l '0 とも
あれ.パルザックは，「現代生活の英雄性」をその作!日に於いて具現してみせる人物であ
り，彼が作り出した英雄たちの中でも「最も英雄的で，最も風変わり，最もロマン的で，
最も詩的な J (p.496) 人物であるとされる。
2 年後の 1848{ド 1 月に L作された『シャシフルーリの}立科言小説』の中では.パルザソク
は「小説家に L て字者.発明家にして観停者である。観念の生成の法則と FI に見える存在
の生成の法Hリを，等しながらに);1]る博物学者で、ある。言葉の最も強い窓口未に於 II ての悼.人
だ。方法を創~) 11:1，す人であり. しかもその方法が研究の労に航する唯一の人だ。J (p. 22) 










同じシャンフルーリを論じた『レアリスムあるが故に.! (創作年代不明) 1141 という断章の
中で，ボードレールは，「すべての優れた詩人はレアリストであった」と述べ， í( 詩〉と
は最も現実的なものであり.もう一つの世界に於いでしか完全に真実とはならないもので









同年 7 月に上梓されたエドガー・アラン・ボー論 n催眠術の啓示」解題』の中で，ボ
ードレールは，「優れた小説家たちは大なり小なり哲学者であり」、「全く哲学的精神に
恵まれぬただの想像的小説家，事件を分類することなく積み_l二げ並べるだけで，その不可
思議な意味を説明しようとしないただ、の想像的小説家J (pp. 247-248) を否定し，優れた
小説家は「一般的に驚きを引き起こすものいtonnant)\ を目指すものであり J. 彼らの内の
ある者には「不|析の，超自然主義への没頭」が見受けられ.またある者は「熱狂的な自然
主義者〈natural isie 〉 1151J であり，またある者は í これら二つの体系を混合してイ回の
不可思議な統一性を作り HJ そうと努める J (p.248) と述べ，パルザックを例に挙げる。
ílí七ラフイトゥス」や『ルイ・ランベール』そして他の作品の多くの部分で，バルザッ
(14) 阿部良雄氏注解によると，「17・くとも 1856年 3 月と推定される。」従って，この最初
のシ-\'ンフルーリ論から 8 年後以降となる。
(15 )阿部良雄氏訳ボードレール全集第 2 巻 p.411 ， p.412, p.447 の (na t Ul冒 alisie) に関
q- る J主参n者 í 自然主義が成立する]')，)狗の用法」であり，「博物学者」‘「自然主義者」













ードレールが〈… efforis que Balzac dallS ce 1黐e c α ress é} (p.248，強調引用者)
と述べる部分は，パルザックが『序」の中で， (L'id馥 premi鑽e de La Com馘ie 
humα ine fut d'abord chez 110i COml1e UI rêve , COl11l11e Ul de ces projets 
il1poSS ibJes que J 'on caresse. ー) (p. 7 ，強調引用者)と語る部分と用語の呼応も見
られる。
今まで見て来たように， 1845年から 1848年までの三年の問に.バルザックは，「詩人」






は r発明家J r観念の生成の法pリを知1 る」哲学的求道者として語られ， 111] 年の 111催眠術
の啓示」解題』でも『七ラフイトゥス』や『ルイ・ランベール』などの作品を挙げて「絶
えずお自然を」指向する作家として語られる。パルザヅクニ「幻視家」とする定義は.彼
の批評活動の最初から一貫している見方であり(< v is ionna ire) という用語の使用はとも
かく l ， Bellos の主張するごとく， 1858年に 1-.作された Ta ine のパルザ y ク論を読んで急
に思いついたことではな l'o パルザック口「幻視家」に対する，パルザック= r歴史家」
「主目撃者 J r レアリスト」とする定義も初期から一世したものである。 1846年の『ボンヌ・
ヌーベル百貨店の古典派美術展』での，パルザックの小説が「府史的で現実的 {l・何 ls}J 
であるという評何lî から.同年の『若き文学者j主への忠告』の r偉大な歴史家バルザ・ツク」
という定義へと受け継がれ. また Ú'1846年のサロン』の第 15章では.パルザ、ックの小説の
レアリスティックな而が強調される。 1848 5f'.の『シ T ンフ jし一リの短杭iÎノj 、， i見 I』では，「:73
者 J íWt察白」「目に見える存干，:のそt成の法WJJ を知l る「博物学一者」という定義に受け継が
40 









これから 7 年後の 1855年 5 月から 8 月にかけて上梓された1f' 1855年の万国博覧会，美術』
では.彼は自らの美学の根底に「感ずること」と「素朴」をむき(この二つは1f'1846年の






? J (p. 579) r思うに彼はこのようにして，その愛すべき素朴さをもって，批評について
の優れた教訓を私たちに垂れたのだ。私もまた.もっぱら一枚の絵が私の精神にもたらす
観念や夢想、の量によコてのみそれを賞味するということが，これからしばしばあるだろ




これから 2 年後の 1857年にはー『ギュスタヴ・フロベール著「ボヴァリ一夫人J.!Iの中で，
「不思議なまたとない l曙光のごとく，夢幻の光で氷原をj受すオーロラのごとく我国を栄光



















称え， しかも今現在を扱いつつ.その背後にある「理念 (raison)J や「隠された意味




これから 4 年後， 1863年に上村された『現代生活の画家J では，コンスタンタン・ギイ
を論じて次のように言う。「豊かな恕像力に恵まれ.常に人間たちの大砂漠を過ぎって旅
するこの孤独な人は，ただの漫歩者よりは一段と高 p 目的， その場限りのうつろいやすい
快楽とは述った，より普遍的な目的を持っているのだ。彼は現代性 (modern itè) と名付
けることを許して頂きたいような何ものかを求めているのだ o (...)彼の目指すことろは，
流行が歴史的なものの内に含み得る詩的なものを，流行の中から取り lBすこと. ---11手的な
ものの中から，永遠なものを取り出すことだ j (p.694) 1845年と翌年に展開された「現代
生活の英雄性」の美字が. 18年後に書かれたこの論の中で.全く同じウエイトを持って語
られる}ボードレールカtバルザヅケから併た美'主. -~ーなわち特殊な-日午íl']美を素材として
水速の美を訴るという奨学は . rJiZ の iJt汗 ìíUÛJの根幹となる美字と L で約 20年間彼を支えあt
けたのであるヴパル寸ザf ')クカがJ この(わn山1
~-る 「出肘干史家 J '11船飢り叫i可察;~7，科行」 としての{引側!!川!川IJf而而と‘ 7b主を指向する 「絶対の探求者 J '幻視玄」 と
しての íWJ而との両方を併せ村コていたか ι である。今まで見てきたようにーボードレール
は，パル -11ごツクのこの二つの面i を品初からI;t!.抜いていた。ボードレールの l詩人・批評'若くと
しての成長と隙~に従って，ある H、1:はレアリステイ/クな i而が.ある IL'j: は夢:tLHJ'J な而が強
制される。パルザヅク fü~ とボードしール I~j .gナの美学の展開とのこの間辿については. さら
に今後の課題として附究してゆきた t ?~ 
